
あまっている食品を 

フードドライブ 

しちゃおう！ 

世界の10人に1人が一日200円未満で暮らしている といわれています。 (※１)　  

日本でも、相対的貧困（世帯の所得が、その国の等価可処分所得の中央値の  

半分に満たない状態）率は15.7%と 7人に1人の割合で存在しています。 (※2)  

 

 

 

 

 
 

飢餓が起こる原因のひとつに貧困があります。収入がないために食料を手に入れられずに飢餓に陥ってしまうのです。  

目標1:貧困をなくそう と目標2:飢餓をゼロに は密接に関わりあっている内容なのです。  

貧困と飢餓の問題 

食品ロスの問題

貧困や飢餓が問題になる一方で、日本では食べられるものを食べずに廃棄する  

食品ロス（フードロス） が社会問題として取り上げられています。  

 

その量は、日本国民一人当たりが毎日お茶碗約1杯分(約124g)を捨てている計算にな

ります。 (※2)　お店などの廃棄だけではなく、家庭からの廃棄も多く、原因としては  

食べ残し・傷み・期限切れ などが挙げられます。  

フードドライブとは？ 

先ほどの食品ロスの中には、まだ食べられるのに捨てられてしまう食品もたくさんあ

ります。フードドライブ とはそのような家庭で余っている食品を集めて、それらを必要

としている生活困窮者支援団体、子ども食堂、福祉施設等に寄付する活動のことで

す。 

 

フードドライブできる食品はどんなもの？ 

常温保存ができる・賞味期限まで1か月以上ある・開封されていない 食品を寄付する

ことができます。具体的には、米、缶詰、乾物（うどん・パスタ・蕎麦など）、インスタン

ト食品（カップラーメン・レトルトカレーなど）、調味料、お菓子などが回収対象です。  

 

該当の食品は スーパーやコンビニ、市役所に置いてある 回収BOXに持って行くこと

ができます。  

 

 

出典:※１ 国連広報センター「SDGs報告2018」 ※２厚生労働省「2019 年国民生活基礎調査」 

 



食品を買いすぎないで

「安いから」「次いつ買い物をするか分からないから」など、つい多めに

食品を購入してしまったり、食べきれずに食品が余ってしまうことはあり

ませんか？ 

買い物前に、家にある食品をチェックするなど、必要な時に必要な分だ

け買うようにしましょう。  

食べきれない食品はフードドライブへ

余っている食品は スーパーやコンビニ、市役所に置いてある  

回収BOXに持って行くことができます。  

主食になるもの（お米・パスタ・めん類・カップめん・クラッカーなど）や、  

おかずになるもの（惣菜のかんづめ・レトルト・びんづめ・甘口カレーなど）  

が喜ばれます。  

みなさんもぜひ フードドライブ をやってみてください。  

 

※回収BOXがある場所は自治体によって異なるため、事前にインターネット等で調べてから持って行くようにしましょう。 

 

その1

あまっている食品を 

フードドライブしちゃおう！ 




